
自動車廃材のリサイクル製品でバリアフリービーチを創出（CFB・海と日本2021) 実施主体：ドリームやまがた里山プロジェクト

背景

＆

課題

＊廃車の古タイヤをリサイクルし、車いす等が通行可能な砂浜用ゴムマットの開発と製作。

＊リサイクルゴムマットを活用し、行政と連携したバリアフリービーチイベントを開催、マリンアクティビティを実施する。

＊バリアフリービーチイベントを開催するため、事前に海岸海ゴミ清掃活動を実施する。。

▼この事業の主題（自動車廃材のリサイクルによる資源活用と健常者と障がい者が一緒に海を体験する機会を創出するための事業。）

海ごみゼロの５月３０日、鼠ヶ関で、６月９日は酒田市

宮海で、地域民や小学校の協力の元、海岸清掃を実施。

202１年度実施内容のまとめ

①コロナ禍でイベント縮小、参加者限定での開催が残念だった。

②施設等へ働きかけ、広報したものの、参加者が少なかった。

③イベント開催だが、規模の大小ではなく、回数優先の方が天候等

での中止のリスクが少ないのでは。

202１年度

課題点

①今回はエリアのみだったが県内外へ広報、拡大し開催したい。

②施設管理者から、職務として参加が望ましいので、開催は平日にし

てほしいとの事、検討する。

③行政との連携の関係もあり独断できないが、他県との連携予定の西

浜、鼠ヶ関は規模を考慮し複数回開催も検討。

202２年度

改善点

量的成果（事業の拡がり）

①
鶴岡市、酒田市、遊佐町をはじめ、NPO団体からもゴムマットの使用について

借用方法等の打診あり、今後、自走的に利活用の可能性あり。

②
バリアフリービーチイベント、コロナ禍での開催で、共催が後援等に移行したが、

酒田市・遊佐町・鶴岡市とも来年度開催に向けて積極的姿勢である。

③

本年度事業開催に触発され、酒田市は、唯一の海水浴場である「宮海」のト

イレ・シャワー、更衣室等のバリアフリー化の検討を開始、遊佐町は鼠ヶ関を見

本とした通年バリアフリー化したビーチ構築に前向きである。

質的成果（次なる展開への芽）

①
古タイヤリサイクルのゴムマット開発を委託した（株）山自販リサイクルセンターで

は、本格的な事業化に向け始動したと担当者より情報あり。

② 遊佐町・鶴岡市の協力のもと、近隣県外市町と連携したバリアフリービーチ事業を

推進、実地するため連携の強化を図りたい。

③
２市１町とも本事業に対する連携度がより深くなると思われ、推進していく。また

遊佐の西浜にある既存のスロープを活用し、バリアフリー化補修することでシーズン

のみならず通年、障がい者等が海に親しめる海岸を創出する。

廃棄タイヤをリサイクルして砂浜用ゴムマットの開発を行った。

今回リサイクルしたタイヤは大型トラックのタイヤ。

実施①砂浜用ゴムマット開発

実施②行政と連携したバリアフリービーチイベントチップ加工
成型作業

完成品にロゴマーク印刷

酒田市宮海

実施③清掃活動

鶴岡市鼠ヶ関
遊佐町・酒田市・鶴岡市や他団体、地域と連携し、

バリアフリービーチイベントを開催した。鼠ヶ関はコロナ

禍で９月・１０月と２回に分け縮小し開催した。



報告資料

ゴムマットは障がい者のみならず色んな活用
法あり好評であった。

カヤックやイカダ、ビッグサップはもとより、障がい者専用のビーチスターも用意、健常者にも体験してもらった。

来場者がバリアフリービーチを体験できるように、車いすを用意し、来場者に体感してもらった。障がい
者福祉・バリアフリービーチへの関心が高まったようでした。

体験を見守る父兄

校長先生の海ごみのお話

里山Pより説明

事業広報看板

車イスからビーチスターへ乗換え、かなりの重労働である。

５月３０日、鶴岡市鼠ヶ関海岸で地区の協力で海岸清掃実施、参加者約３
５０名、６月９日、酒田市宮海海岸で西荒瀬小、酒田市役所、宮海自治会
の計約１６０名で清掃活動実施。西荒瀬小の校長先生より海ゴミについてのお
話もいただいた。

近隣のおばあさん

「歩くのラクダ～」

遊佐西浜

遊佐西浜

鶴岡市鼠ヶ関

遊佐西浜

酒田市宮海

鶴岡市鼠ヶ関

酒田市宮海

鶴岡市鼠ヶ関

酒田市宮海



報告資料（行政と連携した広報活動を実施）

コロナ禍で中止

更衣室＆トイレに張
り出したポスター

酒田市は、酒田おもてなし市民会議
のメンバー約５６０名に当会作成
のチラシを添付いただき全員に送信
広報していただいた。
おもてなし市民会議メルガvoi.76

後援に行政名掲示
（当初は共催であっ
たがコロナ禍で関わり
方が変更された）

鼠ヶ関の対案実施イ
ベント広報



報道等露出（新聞報道）

※イベントの数、露出数によってシートの枚数を増やす

山形新聞６月１０日掲載

荘内日報８月１１日掲載

荘内日報５月２８日掲載

（里山P総会）



報道等露出（新聞報道）

※イベントの数、露出数によってシートの枚数を増やす

荘内日報１０月２２日掲載

山形新聞８月２３日掲載

9月１９日掲載、荘内日報の一面を飾る



報道等露出（テレビ報道）

バリアフリービーチイベントに県内３局が取材に訪れ、ニュース報道された。また、FM山形の「WAVE４yamagata」の番組内で、バリアフリービーチイ
ベントの西浜海水浴場の模様が８月１７日１７；００～約１０分間放送され、日本財団の宇田川様も電話インタビューで出演していただいた。

※イベントの数、露出数によってシートの枚数を増やす

YTS山形テレビ８月９日オンエア

TUYテレビユー山形８月９日オンエア

YTS８月２０日オンエア「キンゴジ」特集２分

YBC山形放送８月１０日オンエア


